
12広報ひの

介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

 
試
験
日　
　

月　

日
（
日
）

１０

２８

試
験
会
場　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
ほ
か

受
験
対
象
者　

介
護
等
の
業
務
経

験
が
５
年
以
上
の
人

試
験
内
容　

筆
記
試
験
（
取
得
資

格
に
よ
り
解
答
免
除
あ
り
）

申
込
期
限　

８
月　

日
（
水
）

１５

問
合
せ　

県
社
会
福
祉
協
議
会 

福
祉
人
材
部
（
鳥
取
市
伏
野
）

電
話
０
８
５
７
‐　

‐
６
３
３
６

５９

※
申
込
書
は
役
場
健
康
福
祉
課
に

あ
り
ま
す
。

消
防
職
員
採
用
試
験

　
募
集
職
種　

消
防
吏
員
３
人

応
募
資
格　

昭
和　

年
４
月
２
日

５５

以
降
に
生
ま
れ
た
人

試
験
日
程　

▼
第
１
次
試
験
（
教

養
試
験
･
体
力
試
験
）
＝
９
月　
３０

日
（
日
）
▼
第
２
次
試
験
（
面
接

試
験
・
作
文
試
験
・
健
康
審
査
・

消
防
適
性
検
査
）
＝　

月
下
旬

１０

採
用
予
定　

平
成　

年
４
月
１
日

２０

申
込
期
間　

８
月　

日
（
月
）
～

２７

９
月　

日
（
火
）
※
当
日
消
印
有

１１

効受
付
場
所　

県
西
部
広
域
行
政
管

理
組
合　

消
防
局　

総
務
課
（
電

話
０
８
５
９
‐　

‐
１
９
５
１
）

３５

日
野
高
等
学
校
同
窓
会
を
設
立

　　

旧
日
野
産
業
高
等
学
校
鏡
陵
同

窓
会
、
旧
根
雨
高
等
学
校
双
葉
同

窓
会
、
日
野
高
等
学
校
同
窓
会
が

合
併
し
、
新
し
く
日
野
高
等
学
校

同
窓
会
を
設
立
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

▼
設
立
同
窓
会

期
日　

８
月　

日
（
土
）

２５

会
場　

総
会
＝
町
文
化
セ
ン
タ
ー

（
午
前　

時
～
）、
懇
談
会
＝
山

１０

村
開
発
セ
ン
タ
ー
（
正
午
～
）

対
象　

３
校
の
同
窓
会
員

※
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
と

し
て
、
日
野
高
等
学
校
郷
土
芸
能

部
に
よ
る
荒
神
神
楽
が
上
演
さ
れ

る
予
定
で
す
。

申
込
み
・
問
合
せ　

日
野
高
等
学

校
（
電
話　

‐
０
３
６
５
）

７２

航
空
自
衛
隊
体
験
搭
乗

　

航
空
自
衛
隊
美
保
基
地
の
体
験

搭
乗
の
一
般
募
集
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。

体
験
搭
乗
日　

９
月　

日
（
日
）

１６

募
集
人
数　

２
２
０
人

搭
乗
機
種　

Ｃ
‐
１
輸
送
機

応
募
要
領　

は
が
き
に
搭
乗
者
全

員
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
記
入
し
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
（
小
学
生
は
学
年
も
記
入
）。

は
が
き
１
枚
に
つ
き
２
人
ま
で
申

し
込
め
ま
す
。

※
募
集
は
小
学
生
以
上
で
す
。
小

学
生
の
場
合
は
、
保
護
者
と
の
２

人
の
申
込
み
に
な
り
ま
す
。

応
募
期
限　

８
月　

日
（
月
）
必

２０

着搭
乗
者
発
表　

応
募
者
か
ら
抽
選

し
、
当
選
者
に
は
８
月　

日
（
月
）

２７

に
搭
乗
券
等
の
発
送
を
も
っ
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

応
募
先
・
問
合
せ　

〒
６
８
４
‐

０
０
５
３　

境
港
市
小
篠
津
町
２

２
５
８　

航
空
自
衛
隊　

美
保
基

地
渉
外
室　
（
電
話
０
８
５
９
‐

　

‐
０
２
１
１
）

４５

12広報ひの

平
成　

年
度

１９
町
成
人
式



外
来
患
者
延
数
は
年
々
減
少

　　

今
回
は
外
来
患
者
さ
ん
に
つ
い

て
お
話
し
い
た
し
ま
す
。

　

図
1
は
日
野
病
院
の
外
来
患
者

延
数
の
年
次
推
移
を
示
し
た
も
の

で
す
。（
外
来
患
者
延
数
と
は
、
各

外
来
診
療
科
を
受
診
さ
れ
た
患
者

数
で
す
）
平
成　

年
度
に
は
７
万

１３

４
０
０
０
人
余
り
で
し
た
が
、
そ

の
後
は
１
年
ご
と
に
４
０
０
０
人

程
度
減
少
し
、
平
成　

年
度
に
は

１８

５
万
３
０
０
０
人
弱
と
な
り
ま
し

た
。
平
成　

年
度
は
平
成　

年
度

１８

１３

に
比
較
す
る
と　

㌫
近
く
も
減
少

３０

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
診
療
科
ご
と
の

１８

外
来
患
者
延
数
は
、
心
療
内
科
を

除
く
全
て
の
診
療
科
で
減
少
し
ま

し
た
。
減
少
の
程
度
は
婦
人
科
と

耳
鼻
科
で
顕
著
で
し
た
。

　

内
科
に
つ
い
て
み
ま
す
と
、
全

体
の
外
来
患
者
延
数
は　

㌫
程
度

２０

減
少
し
て
い
ま
す
が
、
訪
問
診
察

利
用
者
延
数
は
年
々
増
え
て
い
ま

す
（
図
２
）。

　

医
療
保
険
制
度
改
革
も
原
因
に

　　

図
３
は
厚
生
労
働
省
が
発
表
し

て
い
る
全
国
の
病
院
（
診
療
所
を

含
む
）
の
１
日
平
均
外
来
患
者
数

の
年
次
推
移
で
す
。
毎
年
増
加
し

て
き
ま
し
た
が
平
成　

年
度
を

１２

ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
て
い
ま
す
。

外
来
患
者
延
数
の
減
少
は
、
日
野

病
院
だ
け
で
は
な
く
全
国
の
多
く

の
病
院
に
共
通
す
る
問
題
と
言
え

そ
う
で
す
。

　

外
来
患
者
延
数
が
減
少
し
て
き

た
理
由
を
考
え
る
う
え
で
、
外
来

患
者
実
数
の
減
少
に
よ
る
の
か
、

そ
れ
と
も
受
診
回
数
の
減
少
に
よ

る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は

重
要
で
す
。
そ
こ
で
日
野
病
院
は
、

１
年
間
の
レ
セ
プ
ト
枚
数
か
ら
月

平
均
の
外
来
レ
セ
プ
ト
枚
数
を
調

べ
て
み
ま
し
た
（
※
注
）。

　

図
４
に
示
し
ま
し
た
よ
う
に
、

月
平
均
外
来
レ
セ
プ
ト
枚
数
は
２

１
０
０
枚
前
後
で
平
成　

年
か
ら

１４

ほ
と
ん
ど
変
化
し
て
い
ま
せ
ん
。

日
野
病
院
の
外
来
患
者
延
数
の
減

少
は
、
主
と
し
て
受
診
回
数
の
減

少
に
よ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

外
来
患
者
延
数
の
減
少
が
全
国

レ
ベ
ル
の
問
題
で
あ
る
こ
と
を
考

え
れ
ば
、
日
野
病
院
の
場
合
も
そ

の
主
な
理
由
は
、
最
近
の
医
療
保

険
制
度
改
革
（
医
療
費
の
自
己
負

担
の
増
額
、
介
護
保
険
制
度
の
実

施
、
薬
剤
の
投
与
日
数
規
定
の
原

則
廃
止
な
ど
）
の
影
響
と
考
え
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。                     

　

そ
の
結
果
と
し
て
、
治
療
中
断

に
は
到
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
特

に
高
齢
の
患
者
さ
ん
を
中
心
に

『
受
診
控
え
』
が
起
こ
っ
て
い
る

可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
外
来
患
者

延
数
の
減
少
に
対
し
て
、
日
野
病

院
と
し
て
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す

べ
き
で
し
ょ
う
か
。

　

も
ち
ろ
ん
、
患
者
さ
ん
の
受
診

回
数
を
増
や
す
努
力
は
必
要
で
す
。

し
か
し
、
受
診
回
数
の
減
少
が
最

近
の
医
療
保
険
制
度
に
由
来
す
る

可
能
性
が
高
い
こ
と
、
心
療
内
科

の
よ
う
に
集
客
性
の
高
い
専
門
外

来
等
を
増
設
し
よ
う
と
し
て
も
、

昨
今
の
事
情
か
ら
人
材
の
確
保
が

困
難
な
こ
と
な
ど
か
ら
そ
れ
を
達

成
す
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
私
た
ち
が
考
え
て
い
る
対

応
策
は
、
外
来
患
者
延
数
の
減
少

に
合
わ
せ
て
一
部
の
外
来
部
門
を

縮
小
し
、
今
後
発
展
す
べ
き
診
療

部
門
の
拡
大
と
充
実
を
図
る
と
い

う
も
の
で
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
訪
問
診
察

利
用
者
延
数
の
増
加
に
対
応
す
る

た
め
、
６
月
か
ら
月
・
木
・
金
曜

日
の
内
科
午
後
診
察
を
廃
止
し
、

担
当
医
師
２
名
に
よ
り
訪
問
診
察

が
毎
日
行
え
る
体
制
と
し
ま
し
た
。

今
ま
で
内
科
午
後
診
を
ご
利
用
い

た
だ
い
た
患
者
さ
ん
に
は
、
定
期

受
診
日
の
変
更
な
ど
で
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
ま
す
が
、
日
野
病
院
や

こ
の
地
域
の
実
情
を
ご
理
解
の
う

え
、
ご
協
力
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

13 広報ひの

病
院
長
の
ひ
と
り
ご
と 

　
　
　
　
　
　
　
　

―
患
者
数
に
つ
い
て
② 
―

日野病院長　櫃田　豊

診
療
部
門
の
充
実
の
た
め
、
訪
問
診
察
体
制
を
強
化

※
注
＝
レ
セ
プ
ト
と
は
、
病
院
が
医
療
費
を
保
険
者
（
各
自
が
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
）
に
請
求
す
る
際
、
患
者
一
人
に
対
し
、
受
診
日
数
に
か
か
わ
ら
ず
月
に
１
枚
発
行
す
る
明
細
書
で
す
。


